
 

 

つくば市令和６年（2024年）６月定例記者会見 資料一覧 

 

令和６年（2024年）６月19日（水） 

つくば市 市長公室 広報戦略課 

 

１ 自家用有償旅客運送実証実験事業について 

 

２ つくば市高等学校等通学定期券購入支援交付金及びつくば市高校生自転車等通

学支援交付金について 

 

３ クーリングシェルターの指定について 

 

４ 福祉事業者が魅力を持ち寄る店「融点」のオープンについて 

 

５ 第44回つくばマラソンの開催について 

 

６ つくば市文化芸術推進基本計画（第２期）の策定について 

 

７ つくば市イベント情報（2024年６月、７月）等 



 

令和６年（2024年）６月定例記者会見 資料No.１ 

 

                      都市計画部 総合交通政策課 

事 案 名 自家用有償旅客運送実証実験事業について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 役割分担 

 

 

 

 

 

 

 茨城県内の４自治体（つくば市、牛久市、下妻市、土浦市）で連

携し、地域公共交通が抱えるドライバー不足をはじめとする交通課

題の解決に向けて、国庫補助金を活用した道路運送法第78条第２号

の自家用有償旅客運送（※）実証実験を実施します。 

※バス・タクシー事業が成り立たない場合であって、地域における

輸送手段の確保が必要な場合に、必要な安全上の措置をとった上

で、市町村やNPO法人、株式会社等が、自家用車を用いて提供す

る運送サービス 

 

2024年問題をはじめ、路線バスやタクシーを含むあらゆる公共交

通でドライバー不足が深刻なことから、以下のモビリティサービス

基盤を構築します。 

・ドライバーバンク 

ドライバー（１種・２種免許問わず）の獲得、育成及び管理を担

うプラットフォーム 

・配車アプリ 

ドライバーバンクに登録されたドライバー情報と連携し、効率的

な運行を可能とするアプリ 

 上記モビリティサービス基盤を活用し、１種・２種免許ドライバ

ーを募集し、交通課題のあるエリア及び時間に限定して自家用有償

旅客運送サービスの実証実験を実施することで、各自治体における

交通課題の解決、将来的なドライバーの拡充及び地域公共交通の維

持・拡大を目指します。 

 

・各自治体：事業の運行主体 

・アプリ事業者：モビリティサービス基盤の構築及び管理運営、 

ドライバーバンクの運用（ドライバーの獲得、育成、管理等） 

・公共交通事業者：ドライバーの運行管理（健康管理、点呼等）、

車両整備管理等 

・茨城県：行政区域を超えた移動の調整に係る支援、県内他自治体

への情報展開等 



 

４ 実証実験エリ

ア（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 事業経費 

 

 

 

 

 

 

 

６ 今後のスケジ

ュール（予定） 

 

・桜ニュータウン/天川団地・永国台⇔つくばセンター 

 令和５年１月に路線バス（桜ニュータウン⇔つくばセンター）が

廃線になり、通勤・通学による移動に課題があります。 

 このため、桜ニュータウン及び市境で隣接する天川団地・永国台

（土浦市）とつくばセンター（TXつくば駅）間で、朝晩に実証実験

を実施します。 

 

・筑波山つつじヶ丘⇔筑波山口 

 筑波山つつじヶ丘発の路線バス「筑波山シャトル」最終便が17時

台に終了してしまい、観光客の下山に課題があります。 

 このため、つつじが丘・筑波山神社と交通結節点である筑波山口

間で、夕方以降に実証実験を実施します。 

 

※つくば市以外の実証実験の詳細については、各自治体にお問い合

わせください。 

 

令和６年度総事業費：335,380千円 

内訳   つくば市：100,595千円 

（一般財源25,149千円、国交付金※75,446千円） 

      他３市：234,785千円 

※デジタル田園都市国家構想交付金デジタル実装タイプ（TYPES） 

補助率3/4、他３市も同様に負担金の3/4は国補助 

令和７年度以降の事業費は当該年度の当初予算で要求します。 

 

７～12月：モビリティ―サービス基盤の構築 

     ドライバーの募集、育成等 

１月～ ：実証実験開始 ※令和９年３月まで継続（予定） 

資 料 等 ・自家用有償旅客運送実証実験事業について 

 



 

令和６年（2024年）６月定例記者会見 資料No.２ 

 

教育局 教育総務課 

事 案 名 
つくば市高等学校等通学定期券購入支援交付金及びつくば市高校生

自転車等通学支援交付金について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

２ 申請期間 

 

 

３ 対象者及び交

付金の額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内高校生の能力や適性、興味関心にあった進路の選択肢を広げ

るため、公共交通機関・自転車などで通学をしている高校生を支援

します。 

 

 令和６年(2024年)７月１日から令和７年(2025年)１月31日まで 

 （令和６年度分） 

 

１ つくば市高等学校等通学定期券購入支援交付金 

 (1) 対象者 

以下の要件を全て満たす方 

  ア つくば市内に住所を有する高校性のうち以下の対象区域に

立地する高等学校に通う方（高等学校は公立・私立を問わな

い） 

【対象区域】 

つくば市、土浦市、石岡市、牛久市、つくばみらい市、常総

市、下妻市、筑西市、桜川市、阿見町、龍ケ崎市、取手市、

守谷市、かすみがうら市、稲敷市、利根町、河内町、美浦村 

  イ 公共交通機関(鉄道、路線バス、コミュニティバス、スク

ールバス)で継続的に通学し、通学定期代が合計して年間10

万円以上かかる方 

  ウ つくば市の住民基本台帳に登録されている方 

 (2) 交付金の額 

   年額３万円 

 

２ つくば市高校生自転車等通学支援交付金 

 (1) 対象者 

以下の要件を全て満たす方 

ア つくば市内に住所を有する高校性のうち以下の対象区域に

立地する高等学校に通う方（高等学校は公立・私立を問わな

い） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 申請方法 

 

 

 

 

 

５ 特記事項 

 

【対象区域】 

※つくば市高等学校等通学定期券購入支援交付金と同じ 

イ 自転車等（原動機付自転車も含む）で継続的に通学（片道

６キロメートル以上）している方 

  ウ つくば市の住民基本台帳に登録されている方 

 

 (2) 交付金の額 

   年額１万円 

 

以下のいずれかの方法により申請できます。 

１ 市ホームページから、いばらき電子申請・届出サービスにより

申請 

２ 申請書および添付書類をつくば市教育局教育総務課へ郵送又は

持参 

 

つくば市高等学校等通学定期券購入支援交付金とつくば市高校生

自転車等通学支援交付金について、同一年度に両方の交付を受ける

ことはできません。 

 

資 料 等  

 



 

令和６年（2024年）６月定例記者会見 資料No.３ 

 

生活環境部 環境政策課 

保健部 健康増進課 

事 案 名 クーリングシェルターの指定について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

２ 施設開放日時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 施設の目印 

令和６年６月１日からクーリングシェルターの指定を開始し、６

月１日現在、公共施設、民間施設合わせて７施設をクーリングシェ

ルターとして指定しています。クーリングシェルターは暑さから身

を守る場所として、どなたでもご利用いただけます。 

なお、本指定は令和６年４月に改正された気候変動適応法によ

り、新たに指定できるようになったものです。 

 

令和６年６月１日(土)時点で指定した施設は以下のとおりです。 

□ つくば市役所本庁舎 １階待合スペース 

月曜日～金曜日 午前８時45分～午後４時30分 

□ つくば市役所コミュニティ棟 １階オープンスペース 

月曜日～日曜日 午前８時30分～午後10時 

□ コリドイオ １階フリースペース 

月曜日～日曜日 午前９時～午後10時 

□ 筑波山ゲートパーク  

月曜日、水曜日～日曜日 午前９時～午後４時30分 

(火曜日が祝日の場合は次の日が休館日となります。) 

□ 谷田部交流センター ２階ロビー 

月曜日～日曜日 午前９時～午後10時 

□ 茎崎交流センター １階ロビー 

月曜日～日曜日 午前９時～午後10時 

□ イオンモールつくば 館内共用部分 

月曜日～日曜日 午前10時～午後９時 

今後も順次指定を拡大していく予定です。 

 

環境省【クーリングシェルターマーク】 

（指定暑熱避難施設）が目印です。⇒ 

資 料 等 

 

詳細は市HPをご覧ください。 

 

 



 

令和６年（2024年）６月定例記者会見 資料No.４ 

 

                      福祉部 障害福祉課障害者地域支援室 

事 案 名 市内の福祉事業者が魅力を持ち寄る店「融点」のオープンについて 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

２ 日時 

 

 

 

３ 場所 

 

４ 内容 

 

 

 

 

５ 主催等 

 

 

 

６ 特記事項 

 

 障害者施設等が生産する物品等の販売機会を継続して確保し、障

害者の工賃向上に寄与するとともに、障害者自身も販売の場に関わ

ることで、障害者の社会参加及び市民への障害理解を促進すること

を目的としています。 

 

令和６年（2024年）６月27日（木） 

※９時30分からオープニングイベントとオープニングパフォーマン

スを実施します(雨天決行) 

 

市役所内 １階東玄関横ロビー及び玄関付近の屋外特設会場 

 

営 業 日 月曜日から金曜日（祝日除く） 

営業時間 10時から14時（６月27日は10時30分から） 

販売物品 食料品（パン、ケーキ、野菜、米、コーヒーなど）、雑

貨（アクセサリー、バッグ、薪）など 

 

 市の事業として実施し、店舗運営は、市内複数の障害者施設で作

る任意団体が行います。また、施設を利用されている障害者本人も

販売に携わります。 

 

 店舗デザインや設計を株式会社ヘラルボニーが担い、コンセプト

やデザインについて、市と多くの対話を重ねて創り上げました。株

式会社ヘラルボニーは、障害のある人のアート作品を通じてビジネ

スパートナーとし、様々な事業を展開している会社です。 

 

資 料 等 
・「融点」オープニングイベント概要（別紙資料） 

・株式会社ヘラルボニー プレスリリース（参考資料） 

 



 

令和６年（2024年）６月定例記者会見 資料No.５ 

 

                      市民部 スポーツ振興課 

事 案 名 「第44回つくばマラソン」の開催について 

１ 趣旨・目的 

 

２ 開催日 

３ 場 所 

 

４ 実施種目・募

集定員・参加料 

 

 

５ エントリー方

法・期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主催 

７ その他 

 「第44回つくばマラソン」の一般エントリーの受付を６月23日

（日）20時から開始します。 

令和６年（2024年）11月24日（日） 

筑波大学周回道路（スタート）～筑波大学陸上競技場（フィニッシ

ュ）／日本陸連公認コース 

フルマラソン（42.195km） 

募集定員：10,000人／参加料：10,000円 

10km 

募集定員：2,000人／参加料：6,000円 

① 先行エントリー（茨城県内在住者限定） ※受付終了 

② 一般エントリー 

期間 ６月23日（日）20時～７月29日（月）18時まで 

③ ふるさと納税枠エントリー（フルマラソンのみ） 

対象 ふるさと納税制度を活用して、募集期間内に「第44回つく

ばマラソンエントリー権＋大会オリジナルＴシャツ」を返

礼品に選び５万円※寄付いただいた方（先着200名） 

期限 寄付金受付：６月28日（金）23時59分まで 

エントリー受付：７月23日（火）18時まで 

※ 参加料（10,000円）は寄付金とは別に必要となります。 

つくば市／筑波大学／読売新聞／茨城陸上競技協会 

エントリー時にチャリティーを実施します。一口500円で何口でも

応募が可能です。支援金は「令和６年能登半島地震災害義援金（日

本赤十字社）」、「つくばこどもの青い羽根基金」のうち希望する支

援先に寄付します。 

資 料 等 第44回つくばマラソン コース図 

 



 

令和６年（2024年）６月定例記者会見 資料No.６ 

 

                      市民部 文化芸術課 

事 案 名 つくば市文化芸術推進基本計画（第２期）の策定について 

１ 趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 経  過 

 

 

 

 

 

３ 基本理念 

 

 

 

４ 基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

５ 重点事業と 

本計画のポイント 

 

 

平成31年３月に策定した「つくば市文化芸術推進基本計画」を見直

し、第２期計画を策定しました。 

策定に当たり、令和４年度に実施した「文化芸術に関する市民意識

調査」の結果、第１期の評価と課題、社会情勢の変化、令和５年３月

に策定された国の文化芸術推進基本計画（第２期）を踏まえて内容を

検討しました。 

第１期計画期間の大半が新型コロナウイルス感染症拡大の影響を大

きく受け、掲げた目標や取組が道半ばである状況から基本的に第１期

計画を踏襲しています。 

 

令和４年度～令和５年度：つくば市文化芸術審議会開催（計10回） 

令和４年12月～令和５年１月：文化芸術に関する市民意識調査実施 

令和６年１月５日～２月５日：パブリックコメント実施（６名20件） 

令和６年３月：策定 

令和６年４月：施行 

 

〇基本理念「アートで編む」 

 市の様々な主体や魅力を文化芸術で結びつけ、新しい文化芸術を創

造し、豊かなまちをつくっていくことを目指します。 

 

〇施策の体系 

 ５つの方針から11の戦略、25の施策を展開します。 

  方針① 文化芸術に親しむまち 

  方針② 多様性を尊重するまち 

  方針③ 地域の風土を守り、いかすまち 

  方針④ 創造的で活力あるまち 

  方針⑤ 持続可能な文化コミュニティを実現するまち 

 

方針⑤の戦略として、プラットフォームの形成を目指します。 

文化芸術創造拠点を中心として、文化芸術の多様な要素が連携・協

働して文化芸術を推進していきます。 

 



 

６ 達成目標 

 

 

７ 前回からの 

変更点 

 

８ 今後の予定 

 

11の戦略を成果指標として、令和10年度（2028年度）までの５年間

でそれぞれの指標で５％の上昇を目指します。 

 

５つの方針を改正し、その方針に合わせた戦略との組み合わせに改

編しました。 

 

計画の進行管理を行い、毎年実施状況を点検・評価していきます。 

資 料 等 
つくば市文化芸術推進基本計画（第２期） 

つくば市文化芸術推進基本計画（第２期）概要版 

 


